
(57)【要約】

【課題】　減光率が高いときも所望の発光輝度を得るこ

とができる有機ＥＬ表示装置を提供する。

【解決手段】　有機ＥＬパネル１は、マトリクス状に設

けられた画素Ｐを有する。制御手段８は、画素Ｐの減光

率を調整する。制御手段８は、減光率をデューティー比

によって調整するＰＷＭ回路８ａを有する。画素Ｐは、

１個の第一のサブピクセルＥ１２，Ｅ２２，Ｅ３２・・

・と、第一のサブピクセルＥ１２，Ｅ２２，Ｅ３２・・

・の両隣に配置された２個の第二のサブピクセルＥ１１

，Ｅ１３，Ｅ２１，Ｅ２３，Ｅ３１，Ｅ３３・・・とか

らなる。制御手段８は、減光率が所定値以上のとき、第

二のサブピクセルＥ１１，Ｅ１３，Ｅ２１，Ｅ２３，Ｅ

３１，Ｅ３３・・・を非発光状態にする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ た 画 素 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と 、 前 記 画 素 の 減 光 率 を 調 整 す
る 制 御 手 段 と 、 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 は 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル 及 び 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル を 有 す る と 共 に 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 減 光 率 が 所 定 値 以 上 の と き 、 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル を 非 発 光 状
態 に す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 走 査 ラ イ ン 及 び 複 数 の ド ラ イ ブ ラ イ ン を 備 え 、 マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ た 画 素 を
有 す る ド ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と 、
　 前 記 走 査 ラ イ ン を 第 一 電 位 ま た は 第 二 電 位 に 接 続 自 在 と す る 走 査 ス イ ッ チ 手 段 と 、
　 前 記 ド ラ イ ブ ラ イ ン を 駆 動 電 流 源 ま た は オ フ 電 位 に 接 続 自 在 と す る ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手
段 と 、
　 前 記 走 査 ス イ ッ チ 手 段 に よ っ て 前 記 走 査 ラ イ ン を 前 記 第 一 電 位 に 接 続 さ せ 前 記 走 査 ラ イ
ン を 順 次 選 択 し 、 前 記 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手 段 の 接 続 状 態 を 制 御 す る と 共 に 、 前 記 画 素 の 減
光 率 を 調 整 す る 制 御 手 段 と 、
　 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 画 素 は 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル 及 び 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル を 有 す る と 共 に 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 減 光 率 が 所 定 値 以 上 の と き 、 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル に 対 応 す る
前 記 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手 段 を 前 記 オ フ 電 位 に 接 続 し 、 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル を 非 発 光 状
態 に す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 素 は 、 １ 個 の 前 記 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル と 、 前 記 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル の 両 隣 に 配 置
さ れ た ２ 個 の 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求
項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 減 光 率 を デ ュ ー テ ィ ー 比 に よ っ て 調 整 す る Ｐ Ｗ Ｍ 回 路 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 陽 極 ラ イ ン 及 び 複 数 の 陰 極 ラ イ ン を 有 す る ド ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ド ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 種 々 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 許 文
献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 透 光 性 基 板 上 に Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 導 電 性 透 明 膜 か ら
な る 複 数 の 陽 極 ラ イ ン （ 以 下 、 ド ラ イ ブ ラ イ ン と 記 す ） を ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 し 、 こ の ド
ラ イ ブ ラ イ ン の 背 面 に 有 機 層 を 形 成 し 、 こ の 有 機 層 の 背 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 蒸 着 膜
か ら な る 複 数 の 陰 極 ラ イ ン （ 以 下 、 走 査 ラ イ ン と 記 す ） を ド ラ イ ブ ラ イ ン に 直 交 す る よ う
に 形 成 し た も の で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 代 わ る 低 消 費 電 力 ， 高 表
示 品 質 及 び 薄 型 化 が 可 能 な デ ィ ス プ レ イ と し て 注 目 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ４ １ ８ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ は 、 画 素 Ｐ を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ １ を 示 す も の で あ る 。 有
機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ １ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ ２ 上 に 積 層 体 １ ０ ３ を 形 成 し た も の で あ る 。 積 層
体 １ ０ ３ は 、 ド ラ イ ブ ラ イ ン １ ０ ４ ， 絶 縁 層 １ ０ ５ ， 有 機 層 １ ０ ６ ， 走 査 ラ イ ン １ ０ ７ ，
陰 極 端 子 部 １ ０ ８ か ら な る も の で あ る 。 陰 極 端 子 部 １ ０ ８ は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ０ ５ ａ
で 走 査 ラ イ ン １ ０ ７ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 各 画 素 Ｐ を 夫 々 オ ン ／ オ フ さ せ る こ と で 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ に 文 字 や 図 形 を 表 示 さ せ る 制
御 部 （ 図 示 し な い ） は 、 Ｐ Ｗ Ｍ （ Pulse Width Modulation） 回 路 を 有 し て お り 、 こ の Ｐ Ｗ
Ｍ 回 路 に よ り 、 各 画 素 Ｐ の 減 光 率 を 調 整 し て い る 。 例 え ば 、 減 光 率 が ０ ％ の と き は 、 ド ラ
イ ブ ラ イ ン １ ０ ４ に 印 加 す る パ ル ス 状 の 駆 動 電 圧 の デ ュ ー テ ィ ー 比 を １ ０ ０ ％ に し （ 図 ７
（ ａ ） 参 照 ） 、 減 光 率 が ９ ０ ％ の と き は 、 駆 動 電 圧 の デ ュ ー テ ィ ー 比 を １ ０ ％ に す る （ 図
８ （ ａ ） 参 照 ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 ド ラ イ ブ ラ イ ン １ ０ ４ に 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ て か ら 、 所 定 時 間 ｔ が 経 過
し な い と 、 発 光 輝 度 が 所 定 値 に 達 し な い た め 、 画 素 Ｐ を 微 弱 発 光 さ せ る 場 合 （ 即 ち 、 減 光
率 が 高 い 場 合 ） 、 画 素 Ｐ の 発 光 輝 度 を 所 望 の 発 光 輝 度 に 調 整 す る こ と が で き な い と い う 問
題 が あ っ た 。 例 え ば 、 減 光 率 が ９ ０ ％ の と き 、 ド ラ イ ブ ラ イ ン ４ に 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ て
か ら 所 定 時 間 ｔ が 経 過 す る 前 に 、 駆 動 電 圧 が オ フ さ れ る た め 、 発 光 輝 度 が １ ０ ％ よ り も 小
さ く な る 虞 が あ っ た 。 な お 、 図 ７ （ ａ ） 及 び 図 ８ （ ａ ） は 、 駆 動 電 圧 の 波 形 を 示 す も の で
あ り 、 図 ７ （ ｂ ） 及 び 図 ８ （ ｂ ） は 、 発 光 輝 度 を 示 す も の で あ る 。
　 本 発 明 は 、 こ の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 減 光 率 が 高 い と き も 所 望 の 発 光 輝 度 を
得 る こ と が で き る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ た 画 素 Ｐ を 有 す る 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル １ と 、 前 記 画 素 Ｐ の 減 光 率 を 調 整 す る 制 御 手 段 ８ と 、 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 で あ っ て 、 前 記 画 素 Ｐ は 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２ ・ ・ ・ 及 び 第 二
の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ を 有 す る と 共 に
、 前 記 制 御 手 段 ８ は 、 前 記 減 光 率 が 所 定 値 以 上 の と き 、 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ，
Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ を 非 発 光 状 態 に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 複 数 の 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ 及 び 複 数 の
ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ を 備 え 、 マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ た 画 素 Ｐ を 有 す る ド ッ ト マ ト
リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ と 、 前 記 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を 第 一 電 位 ま た は 第 二 電 位 に
接 続 自 在 と す る 走 査 ス イ ッ チ 手 段 ２ １ ～ ２ ｍ と 、 前 記 ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ を 駆 動 電
流 源 ７ ０ ま た は オ フ 電 位 に 接 続 自 在 と す る ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手 段 ７ １ ～ ７ ｎ と 、 前 記 走 査
ス イ ッ チ 手 段 ２ １ ～ ２ ｍ に よ っ て 前 記 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を 前 記 第 一 電 位 に 接 続 さ せ 前
記 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を 順 次 選 択 し 、 前 記 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手 段 ７ １ ～ ７ ｎ の 接 続 状 態
を 制 御 す る と 共 に 、 前 記 画 素 Ｐ の 減 光 率 を 調 整 す る 制 御 手 段 ８ と 、 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 で あ っ て 、 前 記 画 素 Ｐ は 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２ ・ ・ ・ 及 び 第
二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ を 有 す る と 共
に 、 前 記 制 御 手 段 ８ は 、 前 記 減 光 率 が 所 定 値 以 上 の と き 、 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １
， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ に 対 応 す る 前 記 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手 段
７ １ ～ ７ ｎ を 前 記 オ フ 電 位 に 接 続 し 、 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ，
Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ を 非 発 光 状 態 に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 画 素 Ｐ は 、 １ 個 の 前 記 第 一 の サ ブ ピ
ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２ ・ ・ ・ と 、 前 記 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３
２ ・ ・ ・ の 両 隣 に 配 置 さ れ た ２ 個 の 前 記 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ
２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ と 、 か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 制 御 手 段 ８ は 、 前 記 減 光 率 を デ ュ ー
テ ィ ー 比 に よ っ て 調 整 す る Ｐ Ｗ Ｍ 回 路 ８ ａ を 有 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 画 素 を 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル 及 び 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 す る と 共 に
、 減 光 率 が 所 定 値 以 上 の と き 、 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル を 非 発 光 状 態 に す る こ と に よ っ て 、 第
一 の サ ブ ピ ク セ ル の デ ュ ー テ ィ ー 比 が 比 較 的 高 く な る た め 、 所 望 の 発 光 輝 度 で 画 素 を 微 弱
発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ と 、 陰 極 駆 動 回 路 ２ と 、 陽 極 駆 動 回 路 ７ と 、 制 御 部 ８ （ 制 御 手 段
） と 、 リ セ ッ ト 回 路 ５ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 画 素 Ｐ が マ ト リ ク ス 状 に 配 設 さ れ て な る も の で あ り 、 単 色 発 光 （
例 え ば 白 色 発 光 ） す る も の で あ る 。 各 画 素 Ｐ は 、 ３ 個 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ か ら
構 成 さ れ る も の で あ り 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２ ・ ・ ・ Ｅ ｍ ２ ， Ｅ １
５ ， Ｅ ２ ５ ， Ｅ ３ ５ ・ ・ ・ Ｅ ｍ ５ ・ ・ ・ と 、 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １
， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ Ｅ ｍ １ ， Ｅ ｍ ３ ， Ｅ １ ４ ， Ｅ １ ６ ， Ｅ ２ ４ ， Ｅ ２ ６ ， Ｅ
３ ４ ， Ｅ ３ ６ ・ ・ ・ Ｅ ｍ ４ ， Ｅ ｍ ６ ・ ・ ・ と 、 を 備 え て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ は 、 縦 方 向 に 複 数 設 け ら れ た 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ と 、 走
査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ と 直 交 す る よ う に 横 方 向 に 複 数 設 け ら れ た ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ
と の 交 差 箇 所 に 設 け ら れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ は 、 並 列 配 置
さ れ た ダ イ オ ー ド 及 び コ ン デ ン サ か ら な る 等 価 回 路 で 表 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 た だ し 、 図
面 が 煩 雑 に な る こ と を 防 ぐ た め 、 図 ２ に お い て は サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ を ダ イ オ ー
ド の み で 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 陰 極 駆 動 回 路 ２ は 、 各 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ に 対 応 す る 複 数 の 走 査 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ｍ
（ 走 査 ス イ ッ チ 手 段 ） を 備 え て い る 。 各 走 査 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ｍ は 、 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ
ｍ を ア ー ス 電 位 （ 第 一 電 位 ） に 接 続 す る 第 一 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ １ と 、 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～
Ｓ ｍ を 非 選 択 電 位 Ｖ ｂ （ 第 二 電 位 ） に 接 続 さ せ る 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２ と 、 か ら な る
も の で あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 第 一 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ １ は Ｎ チ ャ ン ネ ル 型 ト ラ ン ジ ス タ で あ
り 、 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２ は Ｐ チ ャ ン ネ ル 型 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 な お 、 図 ２ に お い
て は 、 図 面 が 煩 雑 に な る こ と を 防 ぐ た め 、 各 走 査 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ｍ に つ い て は 、 第 一 の
ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ １ 及 び 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２ の 一 方 を 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 一 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ １ 及 び 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２ は 、 夫 々 、 ゲ ー ト Ｇ ａ ， Ｇ ｂ
と 、 ソ ー ス Ｓ ａ ， Ｓ ｂ と 、 ド レ イ ン Ｓ ａ ， Ｓ ｂ と 、 を 有 し て い る 。 第 一 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ
ｒ １ の ソ ー ス Ｓ ａ は ア ー ス 電 位 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン Ｄ ａ は 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ に 接 続
さ れ て い る 。 第 一 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ １ は 、 ゲ ー ト Ｇ ａ か ら 入 力 さ れ る 駆 動 信 号 に 基 づ い
て 、 選 択 す る 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を ア ー ス 電 位 に 接 続 す る 。 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２
の ソ ー ス Ｄ ｂ は 非 選 択 電 位 Ｖ ｂ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン Ｄ ｂ は 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ に 接 続
さ れ て い る 。 第 二 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ ２ は 、 ゲ ー ト Ｇ ｂ か ら 入 力 さ れ る 駆 動 信 号 に 基 づ い
て 、 選 択 さ れ な い 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ を 非 選 択 電 位 Ｖ ｂ に 接 続 す る 。 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～
Ｓ ｍ は 、 走 査 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ｍ に よ っ て 順 次 選 択 状 態 に さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ セ ッ ト 回 路 ５ は 、 各 ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ に 夫 々 接 続 さ れ た 複 数 の リ セ ッ ト ス イ
ッ チ ５ ０ か ら な る も の で あ る 。 リ セ ッ ト ス イ ッ チ ５ ０ は 、 走 査 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ｍ に よ っ
て 任 意 の 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ が 選 択 さ れ て か ら 次 の 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ ｍ が 選 択 さ れ る
間 に 、 ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ を ア ー ス 電 位 に 接 続 す る こ と に よ り 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １
１ ～ Ｅ ｍ ｎ に 充 電 さ れ た 電 荷 を 放 電 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 陽 極 駆 動 回 路 ７ は 、 各 ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ に 対 応 し て 個 々 に 駆 動 電 流 を 供 給 す る
定 電 流 源 ７ ０ （ 駆 動 電 流 源 ） と 、 制 御 部 ８ か ら の 制 御 信 号 に 基 づ い て 各 ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ
１ ～ Ｄ ｎ を 選 択 的 に 定 電 流 源 ７ ０ ま た は ア ー ス 電 位 （ オ フ 電 位 ） に 接 続 可 能 な ド ラ イ ブ ス
イ ッ チ ７ １ ～ ７ ｎ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 制 御 部 ８ は 、 表 示 コ ン ト ロ ー ラ か ら な る も の で あ り 、 例 え ば 車 両 の 走 行 情 報 を 各 種 セ ン
サ に よ り 入 力 す る と 、 所 定 の 演 算 処 理 を 行 い 車 速 や エ ン ジ ン 回 転 数 、 残 燃 料 等 の 各 種 情 報
を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ で 表 示 さ せ る べ く 、 陰 極 駆 動 回 路 ２ と 陽 極 駆 動 回 路 ７ と に 制 御 信 号 を
夫 々 出 力 し 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ を 発 光 さ せ る た め に 必 要 な 走 査 ラ イ ン Ｓ １ ～ Ｓ
ｍ 及 び ド ラ イ ブ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｎ に 対 応 し た 走 査 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ｍ 及 び ド ラ イ ブ ス イ ッ
チ ７ １ ～ ７ ｎ を 選 択 的 に オ ン ／ オ フ さ せ る こ と で 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ に 情 報 を 表 示 さ せ る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 制 御 部 ８ は Ｐ Ｗ Ｍ 回 路 ８ ａ を 有 し て お り 、 こ の Ｐ Ｗ Ｍ 回 路 ８ ａ で デ ュ ー テ ィ ー 比 を 変 え
る こ と に よ っ て 、 減 光 率 を 調 整 し て い る 。 制 御 部 ８ は 、 減 光 率 が 約 ６ ７ ％ 以 上 の と き 、 ド
ラ イ ブ ス イ ッ チ ７ １ ， ７ ３ ・ ・ ・ を ア ー ス 電 位 に 接 続 さ せ 、 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ，
Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ の デ ュ ー テ ィ ー 比 を ０ ％ に し て 、 第 二 の
サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ を 非 発 光 状 態 に さ
せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 画 素 Ｐ に お け る 減 光 率 の 調 整 に つ い て 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ ２ １ （ 第 二 の サ ブ ピ ク セ
ル ） ， サ ブ ピ ク セ ル Ｅ ２ ３ （ 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル ） ， サ ブ ピ ク セ ル Ｅ ２ ４ （ 第 二 の サ ブ ピ
ク セ ル ） か ら な る 画 素 Ｐ を 一 例 と し て 、 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 減 光 率 が ０ ％ の と き 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ２ ， Ｅ １ ３ の デ ュ ー テ ィ ー 比 は 各 々 １
０ ０ ％ で あ る （ 図 ５ （ ａ ） 参 照 ） 。 減 光 率 が 約 ６ ７ ％ の と き 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １
３ の デ ュ ー テ ィ ー 比 は ０ ％ で あ り 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ の デ ュ ー テ ィ ー 比 は 約 １ ０ ０ ％ で
あ る （ 図 ５ （ ｂ ） 参 照 ） 。 減 光 率 が ９ ０ ％ の と き 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ の デ ュ ー
テ ィ ー 比 は ０ ％ で あ り 、 サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ の デ ュ ー テ ィ ー 比 は 約 ３ ３ ％ で あ る （ 図 ５ （
ｃ ） 参 照 ） 。 減 光 率 が 約 ６ ７ ％ 以 上 の と き 、 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ ７ ２ は 、 定 電 流 源 ７ ０ に 接
続 さ れ る が 、 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ ７ １ ， ７ ３ は 、 ア ー ス 電 位 に 接 続 さ れ た ま ま で あ り 、 サ ブ
ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ は 発 光 し な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 画 素 Ｐ を ３ 個 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ 、 即 ち 、 第 一 の サ ブ ピ ク
セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２ ・ ・ ・ と 、 こ の 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２
・ ・ ・ の 両 隣 に 配 置 さ れ た ２ 個 の 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １ ， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ，
Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ で 構 成 し 、 減 光 率 が 所 定 値 以 上 の と き 、 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ １
， Ｅ １ ３ ， Ｅ ２ １ ， Ｅ ２ ３ ， Ｅ ３ １ ， Ｅ ３ ３ ・ ・ ・ の デ ュ ー テ ィ ー 比 を ０ ％ に す る こ と に
よ っ て 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル Ｅ １ ２ ， Ｅ ２ ２ ， Ｅ ３ ２ ・ ・ ・ の デ ュ ー テ ィ ー 比 が 比 較 的 高
く て も 所 望 の 発 光 輝 度 を 得 る こ と が で き 、 画 素 Ｐ を 微 弱 発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ り 、 例
え ば 、 画 素 Ｐ を ２ 個 の サ ブ ピ ク セ ル で 構 成 し て も 良 い 。 ま た 、 第 一 の サ ブ ピ ク セ ル と 第 二
の サ ブ ピ ク セ ル の 発 光 面 積 は 同 じ で な く と も 良 く 、 例 え ば 、 第 二 の サ ブ ピ ク セ ル の 発 光 面
積 を 第 一 の 発 光 面 積 よ り も 小 さ く し て も 良 い 、
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 拡 大 図 。
【 図 ２ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 図 。
【 図 ３ 】 同 上 従 来 形 態 を 示 す 画 素 の 等 価 回 路 の 説 明 図 。
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【 図 ４ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 走 査 ス イ ッ チ の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 駆 動 電 圧 の 波 形 図 。
【 図 ６ 】 従 来 例 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 正 面 図 。
【 図 ７ 】 同 上 従 来 例 を 示 す 駆 動 電 圧 と 発 光 輝 度 の 波 形 図 。
【 図 ８ 】 同 上 従 来 例 を 示 す 駆 動 電 圧 と 発 光 輝 度 の 波 形 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 　 　 　 　 　 １ 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
　 　 　 Ｓ １ ～ Ｓ ｍ 　 走 査 ラ イ ン
　 　 　 Ｄ １ ～ Ｄ ｎ 　 ド ラ イ ブ ラ イ ン
　 　 　 ２ １ ～ ２ ｍ 　 走 査 ス イ ッ チ （ 走 査 ス イ ッ チ 手 段 ）
　 　 　 ７ １ ～ ７ ｎ 　 ド ラ イ ブ ス イ ッ チ （ ド ラ イ ブ ス イ ッ チ 手 段 ）
　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 制 御 部 （ 制 御 手 段 ）
　 　 　 　 　 　 ８ ａ 　 Ｐ Ｗ Ｍ 回 路
　 　 　 　 　 　 ７ ０ 　 駆 動 電 流 源 （ 定 電 流 源 ）
　 　 　 　 　 　 　 Ｐ 　 画 素
　 Ｅ １ １ ～ Ｅ ｍ ｎ 　 サ ブ ピ ク セ ル
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机EL显示装置，其中即使在高调光率下也可
以获得所需的发光亮度。ŽSOLUTION：有机EL显示面板1具有以矩阵形
式提供的像素P.控制装置8调节像素P的调光率。控制装置8具有PWM电
路8a，用于通过占空比调节调光率。像素P包括一条第一子像素E12，
E22，E32等，以及布置在第一子像素E12的两个相邻侧的两条第二子像
素E11，E13，E21，E23，E31，E33等，E22，E32等。当调光率具有
规定值或更大时，控制装置8将第二子像素E11，E13，E21，E23，
E31，E33等置于非发光状态。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5bf7916b-fcd8-4440-8d6d-50ca03bf8d0f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036105939/publication/JP2006058407A?q=JP2006058407A

